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トップメッセージ

さらなる高みに向け、ネクストステージへの飛躍を

弊社は、市政改革の一環として、大阪市下水道事業の上下分離という全国でも比類のない大規模な経営改革によって
市100％出資の外郭団体として誕生した株式会社であり、全国有数規模である大阪市内一円の下水道施設を包括的に維
持管理するという、まさに和製水メジャーの先駆けともいえる稀有の存在であると自負しています。
設立して5年という若い会社ですが、その源泉は1世紀を超える大阪市下水道事業の伝統とDNAを受け継いでいます。
折しも、この5年という節目において、2022年度からは、大阪市との20年間にわたる長期契約による新たな包括業務が
始まります。
弊社では、この新たなスタートを機に、これまで5年間の実績を振り返りつつ、組織目標である経営理念を改めて見つ

めなおし、ビジョン、ミッション、バリューとして広く社会にコミットすることにより、さらなる高みに向け、ネクス
トステージへの飛躍を期してまいります。
我が国の下水道事業は、切迫する巨大地震や頻発する風水害、施設老朽化などへの対応強化が求められる一方で、人

口減少に伴う財源不足や技術継承の担い手不足などの経営課題に直面しています。
新たな経営理念は、こうした下水道事業を巡る諸課題の包括的な解決に寄与すべく、高水準の品質・安全管理と効率

的な業務執行の両立による大阪市内一円業務の完遂をベースロードとして、当社がこれまで実績を重ねてきた国内外に
おける広域事業展開、エンジニアリング部門やシンクタンク機能の強化と専門人材の育成、下水道DX等新技術の導入、
先進的な調査研究や技術開発にも積極的にチャレンジし、下水道システムを総合的に管理運営する下水道トータルソ
リューション企業を標榜するものです。
この間、弊社では、これらを実現するための取組として、新たな経営理念に併せて、経営戦略及び第2期中期経営計画

の策定、内部統制体制の構築、ISO国際規格の取得に向けたアセットマネジメント方針の提示、設立5周年記念誌の発行、
企業PR戦略、人事給与制度改革、人材育成プランの作成、業務領域拡大に向けた組織改革を実施してまいりました。
弊社にとって、2022年度は新たな飛躍の年です。社員一丸となって、これらの取組をさらに前に進め、皆さま方の信

託にお応えしつつ、我が国の成長戦略の一翼を担える企業として成長できるよう邁進してまいりたいと存じますので、
今後とも、変わらぬご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2022（令和4）年2月
代表取締役 河谷幸生



１ CWO中期経営計画 2017-2021 の達成状況
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大阪市下水道施設の包括維持管理委託業務の将来にわたる効率的な実施

 大阪市からの運転・維持管理包括委託業務を確実に実施するとともに、さらなる効率化に取
り組みます。

 長期的視点に立った技術・ノウハウの継承・高度化、業務システムの改善により、業務の質
を担保するとともに、経営基盤の強化を図ります。

1

マネジメント強化に向けた研修を実施（水質、危機管理など）
事故防止のための取組みと四半期毎の検証、局への報告を実施

設備点検システム・管路系維持管理システムを開発、今後の本格運用へ
VDI環境の構築等、ICTの活用による業務の高度化と事業継続力の向上

市域外業務の獲得

 当社の強みを生かし、様々な民間企業と連携し「自治体、民間企業に頼られるパートナー」
としての業務受注を目指します。

 他都市のニーズを把握しながら、大阪市域外においても官民に求められる主体となることを
目指します。

2

日本下水道事業団（JS）と自治体支援に係る連携協定を締結（2017年）
包括的維持管理業務、行政支援業務等の受注（2021年度見込み4.7億円）

人材の確保・育成と組織風土の醸成

 長期的視点に立って計画的な採用と人材育成を行うとともに、多様な雇用形態を活用して業
務の効率化を図ります。

 人事給与制度の構築や、業務システムの改善などを通じ、社員一人一人がやりがいをもって
仕事に取り組むことができる組織風土の醸成を図ります。

3

組織横断プロジェクトチームの設置（市域外業務、人材確保・育成等）
計画的な新規採用と体系的な研修実施（年間約70項目の研修を実施）



１ CWO中期経営計画 2017-2021 の達成状況

（中期経営計画2017-2021 における記載内容）
包括受託事業の確実な実施と市域外業務の獲得により経営の安定化を図るとともに、長期的な
視点に立って継続的に効率性を追求し、経営基盤の強化を図ります。

計画期間中、包括委託事業の売上高が計画を下回る中、多様な雇用形態の着実な進捗による売上
原価の抑制や計画を上回る市域外業務の獲得により、継続的に事業の効率性を追求しつつも、期
間中いずれの年度も計画を大幅に上回る純利益を達成した。

収支計画の達成状況
（百万円）

計画：会社設立時の2021年度見込み
実績：2021年10月決算見込み

収支計画について
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２ 中期経営計画の基本方針と重点施策

経 営 課 題 重 点 施 策
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３ 重点施策を推進していくための組織体制

CWO
リソース

ナレッジ継承

ナレッジセンター

DXセンター技術研究所

人材

人材情報集約

人材育成戦略

教育・訓練実施

DX活用

ビジョン実現

品質管理センター

工程管理

運営評価

アセット管理

品質管理

包括委託の評価・解析

ビックデータ集積

維持管理システム開発

効率化

自動化

ISO55001支援

運転支援

アセット情報集積

維持管理情報集積

技術スキル集積

技術情報集約

技術プラットフォーム運営

技術融合

技術課題
コンサル
業務

技術開発戦略

フィールド
課題

協力体
調整

フィールド活用

フィッティング
（センサ・カメラ等）

ICT活用戦略

アウトプット
の最大化

スキルアップ

（今後）

研修センター

情報技術

事業展開

社内リソースである「人材」「技術」「情報」を最大限に活用し、重点施策を推進すると
ともに、アウトプットの最大化、業務品質の向上を通じて、ビジョン実現を目指す
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・高水準の品質・安全管理と効率的な事業執行を両立
➡ 契約で定められた320億円のコスト削減効果を確実に達成し収支を均衡

４ 中期経営計画の目標

市包括業務

2021※ 2022 2023 2024 2025 2026
売上高 17,643 18,348 18,350 18,418 18,354 18,602
大阪市包括 17,169 17,848 17,750 17,718 17,504 17,602
市域外 474 500 600 700 850 1,000

売上原価 16,812 17,318 17,170 17,063 16,834 16,992
売上総利益 831 1,030 1,180 1,355 1,520 1,610

販売費及び一般管理費 638 770 900 1,032 1,156 1,206
営業利益 193 260 280 323 364 404

営業外損益 7 7 7 7 7 7
経常利益 200 267 287 330 371 411

特別損益 0 0 0 0 0 0
税引前当期純利益 200 267 287 330 371 411

法人税等（調整額含む） 70 129 143 172 191 207
税引後当期純利益 130 138 144 158 180 204

市域外業務

資金

・管理会計の導入、経営拡大の源泉となるよう事業を育成
➡ 当社設立時に策定した事業計画目標、2026年度売上高10億円を達成

・新技術、DXの導入に必要な投資を着実に実施しながら安定した経営を達成
➡ 純流動資産を2021年度末水準（20億円程度）で維持

（百万円）

・純利益のうち、市域外業務を源泉とするものの一部について株主配当を行う

※2021年10月決算見込み
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４ 中期経営計画の目標

投資計画

ESG分野の取組み

技術開発、新技術導入

生産性向上、技術継承

※5カ年累計、会計上の「資産」「費用」両方を含む

30 億円

5 億円

・放流水質超過ゼロを確実に達成するためのマネジメントシステムの構築

・当社業務とSDGsの取組みとの関係性を明確化し、全社員へ浸透

・経営アドバイザリーボード会議の開催

・ホームページ等による積極的な情報開示・情報発信

・多様な人材が成長し活躍できる職場づくりの推進（ダイバーシティの取組み）

・働きたい、働き続けたいと思える快適で安全な職場づくりの推進

・地域社会への貢献（下水処理場の一般公開等）

環境
Environment

社会
Social

ガバナンス
Governance

〇投資効果の最大化を目指し、積極的な投資を行う

大阪市包括契約において定められた20年間で320億円の

コスト縮減を達成するため必要な投資

（DX、新技術導入など）

CWOの強みをまもり・そだてるための投資

（技術継承、技術開発／人材育成のための拠点設置など）
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５ SDGsの取組みについて

CWOは高い技術とノウハウで下水道の持続的運営を支える企業として、企業活動のあら
ゆる取組みを通じ、SDGsの達成に寄与する。

・下水道の管路管理により、都市内のトイレと排水の公
的サービスを快適に維持

・大阪市で培った下水道トータルシステムの管理ノウハウ
の国内外への展開や新技術の開発・普及を通じて、
地域の安全・衛生に関する課題解決に貢献

・下水汚泥の消化施設の管理を適切に行い、再生可能
エネルギー(消化ガス)の効率的な供給に貢献

・アナモックス施設の安定した管理運転を実現し、省エネ
ルギー型の新たな汚水処理技術の持続的運用を達成

・大阪市をはじめとする下水道施設への資源・エネルギー
利用効率の高い技術導入を促進し、下水道インフラの
アップグレードに貢献

・下水道の持続可能かつ高品質な管理サービスの提供
により、都市の持続的な発展に寄与
・雨水ポンプ等の適切な運転・維持管理により、豪雨の
際にも安心して暮らせるまちの実現に貢献

・下水処理場への流入下水や事業場排水の水質検査
等を通じ、水域への違法な化学物質等の排出規制を
支援し、化学物質の排出抑制に貢献

・下水汚泥の消化施設の管理を適切に行い、再生可能
エネルギー(消化ガス)の効率的な供給に貢献（再掲)

・なにわ大放水路をはじめとする大阪市の浸水対策施設
を雨天時に的確に管理し、近年頻発する集中豪雨か
らまちをまもることに貢献

・下水処理場の適切な管理による海域の汚濁防止
・高度処理や雨天時下水活性汚泥処理法（3W法）
の安定した運転管理により、さらにレベルの高い水質改
善を達成

・JICA等研修や現地技術移転への支援を通じ、開発途
上国等の下水道分野におけるキャパシティ・ビルディング
に貢献
・下水道の管更生技術などの展開業務により、開発途上
国等への円滑な技術移転を促進

・下水道施設の適切な管理により公共用水域の水質保
全に寄与し、人の健康の保全に貢献
・下水道に係るJICA研修や個別研修の支援を通じ、
開発途上国等の下水道管理水準を向上させ、水系
感染症等の減少に貢献

・労働安全衛生の取り組みを全社的に推進するとともに
安全で誰もが働きやすい環境整備を推進
・多様な人材が活躍できる土壌づくりを推進し、社員全
員が成長し活躍できる、働き甲斐のある職場づくりを
推進



マスコットキャラクター
スーアくん


